
　2016年8月に京都大学特定拠点助教の南一成の研究成果を事業化することを目指
して設立しました。iPS細胞由来のヒト心筋細胞の低コスト・高品質・安定生産技術
の開発を進めています。iPS -心筋分化方法や凍結保存に関わる複数の知財につい
て京都大学からライセンスを受けており、これらの細胞技術の実用化を目指していま
す。

iPS - 心筋細胞の創薬活用
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分化誘導した iPS - 心筋細胞

②心筋凍結技術、解析技術
　独自の凍結方法を用いて、解凍後の心筋細胞の生存率を上昇させる技術を保有しています。この技
術により、凍結解凍後も心筋の電気的機能を保存することが可能です。またこの心筋細胞の画像解析
アルゴリズムを開発しており、長期間にわたり高精度で簡便に心筋細胞の挙動を解析することができ
ます。

③スクリーニング用心筋組織
　独自の方法で加工した心筋組織をマルチウェルプレートに作製します。この技術と②の技術を組み
合わせることで、様々な薬剤応答を長期にわたって評価可能になると期待されます。

スクリーニング用の心筋組織
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iPS - 心筋細胞を実用化し、明日の世界を拍動させます。

事業概要
　iPS細胞から、新規化合物を用いたプロテインフリー分化誘導法により安定・低コストかつ高い成熟度で心筋細胞に分
化誘導します。その細胞をいくつかの新たな創薬ツールに加工し、大学研究室や製薬企業に代表されるユーザーの皆

　弊社の心筋細胞は、プロテインフリー分化誘導法を用いて作製するため、高価なタンパク質を必要
とせず、心筋分化培養液について大きなコストダウンが見込めます。また、比較的成熟した心筋細胞を
作製することに成功しており、独自の三次元大量培養技術により性質の安定した心筋細胞を生産する

様へ、細胞生存率の高い新規の凍結保存法を用いて安定供給します。

①iPS細胞由来心筋細胞

ことが可能です。


